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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年9月6日(2018.9.6)

【公表番号】特表2017-532396(P2017-532396A)
【公表日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2017-509725(P2017-509725)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    5/14     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月24日(2018.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアオイル、
　分散剤、
　スチレンポリオレフィンコポリマー、及び
　熱伝導性粒子を含有する、熱伝導性クレイ。
【請求項２】
　前記キャリアオイルは、炭化水素系キャリアオイル及びシリコーン油のうちの１種であ
る、請求項１に記載の熱伝導性クレイ。
【請求項３】
　最も大きい熱伝導性粒子が、約３０～約７０マイクロメートルのＤ５０（体積平均）粒
径を有する、請求項１に記載の熱伝導性クレイ。
【請求項４】
　最も小さい熱伝導性粒子が、約０．５～約５マイクロメートルのＤ５０（体積平均）粒
径を有する、請求項１に記載の熱伝導性クレイ。
【請求項５】
　最も大きい熱伝導性粒子が、約１～約３マイクロメートルのＤ５０（体積平均）粒径を
有する、請求項１に記載の熱伝導性クレイ。
【請求項６】
　少なくとも約８０重量％の熱伝導性粒子を含有する、請求項１に記載の熱伝導性クレイ
。
【請求項７】
　少なくとも１つの熱源、及び
　前記少なくとも１つの熱源上の請求項１に記載の熱伝導性クレイを備える、電子デバイ
ス。
【請求項８】
　キャリアオイル、分散剤、スチレンポリオレフィンコポリマー及び熱伝導性粒子を提供
することと、
　前記キャリアオイルと前記分散剤とを混合して混合物を形成することと、
　前記混合物中へ前記スチレンポリオレフィンコポリマーを混合してクレイを形成するこ
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とと、
　前記クレイ中へ前記熱伝導性粒子を混合することと、を含む、熱伝導性クレイの製造方
法。
【請求項９】
　最も大きい熱伝導性粒子が、約３０～約７０マイクロメートルのＤ５０（体積平均）粒
径を有する、請求項８に記載の熱伝導性クレイ。
【請求項１０】
　最も大きい熱伝導性粒子が、約１～約３マイクロメートルのＤ５０（体積平均）粒径を
有する、請求項８に記載の熱伝導性クレイ。
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